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2006年は、接種１日後散布においてはユニックス顆粒水和剤47の効果が優れ、ベンレート水和剤及びトップジ
ンＭ水和剤は効果が認められた。接種３日後散布ではユニックス顆粒水和剤47は効果がやや低いものの認め
られ、他の５剤は効果が認められなかった。接種５日後散布はいずれの薬剤も効果が認められなかった。

2005年は、ユニック顆粒水和剤47の接種２日後散布を除いて、いずれの供試薬剤の散布日も防除価が90程
度あり、効果は高かった。
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　リンゴの重要病害である褐斑病について、2005年は各種殺菌剤の新梢葉における予防効果の持続期間を明ら
かにしたが、本年は、本病菌の感染後の散布における効果、つまり、治療効果について検討した。

接種は、2005年は分生胞子懸濁液の濃度を１×10
４
個／mlとして接種１、２及び３日後に、2006年は濃度を１

×10
５
個／mlとして接種１、３及び５日後に各殺菌剤を散布し、その後の発病の有無を程度別に調査した。

以上のことから、ユニックス顆粒水和剤47は感染から３日以内の散布で治療効果が期待され、特に、１日以内
の散布であれば高い効果が得られることが明らかになった。また、ベンレート水和剤及びトップジンＭ水和剤は
１日以内の散布であれば、十分ではないが効果は期待できると考えられた。しかし、ナリアＷＤＧ、ストロビード
ライフロアブル及びフリントフロアブル25は効果があまりないと考えられた。

供試薬剤は、主に二次感染期に使用されるベンレート水和剤 3,000倍、トップジンＭ水和剤 1,500倍、ナリアＷ
ＤＧ 2,000倍、ストロビードライフロアブル 2,000倍、フリントフロアブル25 2,000倍及びユニックス顆粒水和剤47
1,500倍とした。なお、フリントフロアブル25は2006年のみ供試した。

リンゴ褐斑病に対する各種殺菌剤の治療効果
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